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大本 太
一

：イ ネ科植物 の ト リテ ル ペ ソ お よ び関連化合物 に つ い て （第 3 報）

Taichi　OHMoTo ：Studies　 on 　 the　Triterpenoids 　and 　 the

　Related 　Compounds 　from 　Gramineous 　Plants．　 III．

（Faculty　 oプPharmaey ，
　 Teho びniversity ・＊

）

　Distribution　of 　tritcrpenoids 　and 　related 　compounds 　 was 　examined 　for　 ele 、
・en 　species 　of 　gramineous 　plants

with 　 special 　 reference 　to　 chelnotaxonomical 　 view 　 points ．　 The 　foUowing 　 compounds 　 were 　 isolated　 and 　 iden・

tified ：　Friedelin（I　a ），　friedelino1（Ib ），　β一amyrin （II），　taraxerol （III　a ），　 taraxerone （III　b），　 crusgallin ，（II正c ）

hauerenonc 　（IVa ；isolated　for　the 　first　time 　from 　natural 　source ），　bauerenol （IV　b），　cylindrin 　（V　a ），　isoa−

rborinol （V 　b），　 fcrncnol （VI），　 and 　g！utinol （VII＞．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （Received　26，　 September ，1967）

　前報b まで 18 種の イ ネ 科植物 に つ ぎ ト リテ ル ペ ソ 並び に ス テ ロ
ール に つ い て 検索 し た 結果を報告し た．そ の 間

Bryce ら
2＞ に よ っ て キ ューバ 産 の Saccharum 　 o／7ici7zarum　L ．の 葉 の ワ ッ ク ス か ら arundoin ，　 crusgaliin を 単離，

Martin −Smith ら
3・a〕 に ょ リ ニ 、、．一一ジ ーラ γ ド産の Cortaderia　toetoe　ZoTov （Arundo 　 consPicua 　FoRsT ・f・を 訂

正 ）か ら arundoin ，α
一amyrin 　methyl 　ether ，β．amyrin 　methyl 　ether を，ま た 同 属 の Cortaderia　fulvida（BuCH ）

ZOTOV ，　 Coriaderiaγ娩 α r 覦 （ENDL ．）ZO’rOV か ら arundoin の 存在 を 報告 し て い る．

　著者 は 引続き Table 　 Iに 示 す 1／ 種 の 植物 に つ ぎ精査 し た 結果 を報告す る，

　 各乾燥植物 を ヘ キ サ ソ 抽出後，前回 同様処理 し て 得 た 不 1瞼化物 を ア ル i ナ ク τ
ゴ V トに か け，溶出溶媒 と し て ヘキ サ

γ ，ベ ン ぜ ン ，ク ロ ロ ホ ル ム 並 び に こ れ ら混
．
合溶 媒 で そ れ ぞ れ の 結 晶 を 唯離精製 し た ．

　 以 下 Englar の 分類 に 従 い 族 を 追 っ て 報告す る．

　Poeae に 属す る カ ズ ノ コ グ サ （ミ ノ ゴ メ ）Becl！mannia 　syzigachne 　FERNALD は 水 口 や 水 辺に 生える
一

年草 で あ

る．カ モ ガ ヤ ．Dactytis　gtomerata　L ．，イ ヌ ム ギ Bromus 　catharticus 　VAHL は 路 ば た や 原 野 等い た る と こ ろ に 自生

す る各 多年草 と越年草で 共 に 牧草 と し て 用い られ る．こ れ らの 種子 ぽ い ずれ も多量 の 油を 含み TLC に お い て 2 〜 3

ケ の ス ポ ッ トを示す が 微量 の た め ス テ ロ
・．一ル の ほ か は 確認 で きなか っ た．同 じ Po θ仞 に 属す る ヒ ゲナ ガ ス ズ メ ノ チ ヤ

ヒ キ Broinus　digidus　ROTH は 日 当 りの よ い 荒地 や 畑に は え る
一

年 草 で あ る．こ の 地 上 部 か ら mp ・264〜265°の

friedelin（la） を 単 離 確 認 し た ．さ らに ス ズ メ ノ カ タ ビ ラ Poa 　 an ” ua 　L ．は ．春，路 ば た 等 い た る と こ ろ に 生 え る
一

生草 また は 越年 もす る．

　 こ の 全 草か らゴ ウ ラ イ シ バ 中に 存在 した mp ．312〜314°の friedelinol（lb）を acetate と して 単離同定 し た ．か

くの ご と く Po2 砌 に 属す る 植 物 は 他 の 族 の 植 物 に 比 べ 量 的 に は ス テ ロ ール ，炭 化 水 素，高級 ア ル コ
ール 等が 多 く， ト

リ テ ル ペ ソ の 含 量 は 非 常 に 少 な い ．次 に Triticeaeに 属す る カ モ ジ グ サ AgroP ）
’ron 　 tsukushienese　 OHWI は 草原や

路 傍に 最 も普 通 に 自生 す る多年草で こ の 地上 部か らス テ ロ
ー

ル 以外の 確認は で きな か っ た．ダ ソ チ ク と同 じ Arund ・

ineae に 属す る ヨ シ 1’hragmite ．E　communis 　TRIN ・は 水 湿地 に 群生 す る 多年草 で 地 下茎 は 長 く横 に 走 り，こ の 根茎に

蘆根 と称 し消炎，利尿剤 と して 用 い られ る，こ の 地 上 部，根茎共 に TLC に お い て 全 く同
一ス ポ ッ トを 示 し全 草か ら

β一amyrin （II） の ほ か mp ．283〜284°

の taraxerol （III　a ）5〕・6｝ ならび に mp ・234〜235°の taraxeron （III　b） を

イ ネ 科 か ら初 め て 単離 した．
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Ohkubo ，　 Narashino ，　 Chiba．

第 2 報 ： 本 誌 ，投 稿 中

T ，A ．　Bryce ，　 M ．　Martin −Smith ，　 G ．Osske，
　 K ．Schrelber，　 G ．Subramanian ： Tetrahedron 　23，1283 （1967）

M ．Martin −Smith ，　 G ．　Subramarian ，　 H ．E ．Connor ： Phytochemistry 　6，559 （］967）．

T ．A ．Bryce ，　G ．Eglinton，　R ．J．　Hamilton ，　M ．　Martin −．Smith ，　G．Subramanian ：Phytochcmitry 　6，727（ユ967）

」，M ．Barton，　 E 　S．　Spring，　 R ．StevensDn ，　 J．L ．　Stewart ： 」．Chem ．　 Soc．1955，2131．

C ．J．W ．Brooks ： J．Chcm ．　 Soc．1955，1675．
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Table 　 I．

Tribe

Poeae

ノ’

　 〃

T γiticeae

A γ z粥 dineae

∠レundin θllea召

　 Paniceae

AndrOPOgoneae ．

　 　 　 〃

Species

．
「
．

　 Part
　 used

CornpOunds Date　 of

collection

IBecfemannia
　 syrrigachne 　FERNALD

カ ズ ノ コ グ サ （ミ ノ ゴ メ ）

1）aclPtlis 　glomerata 　L．カ モ ガ ヤ

Bromus 　 catharticus 　VAHL イ ヌ ム ギ

B γ omus 　 ri8idus 　ROTII 　ヒ ゲ ナ ガ ス ズ メ

ノ チ ャ ヒ キ

Poa　 annua 　L ．　ス ズ メ ノ カ タ ビ ラ

AgroPsron　 tsuleushienese 　 OIIWI　 var ．
transiens 　OHWI カ モ ジ グ サ

Phragmites 　 communis 　TRIN ． ヨ シ

Co7taderia　aγgenta 　STAPF シ 卩 ガ ネ ヨ シ

OPIismenus 　 undugatifolius 　RQEMER 　 et
SCHULTES チ ヂ ミ ザ サ

9・ai ・司 C ・・Si・．St・

　 〃　　　Ca、　Si．　St．

　
”

　　：Ca・　Si・　St・

blades　　Fr．　Ca．　 Si．　St．

herbs 　　Fl．　Ca．　S呈．　St．
blades　　Ca，　Si．　St．

lM・y・・96・ …

Jul，　　1965

iJ・ n・ 1965
！ May ．1966 ：

Apr ．1966

Jun．　 1965

herbs　 Am ．　 Ta．　 To．　 Ca．　 Si，　 St．　　Aug ．
　 　 　 　

blades　I　Ba ，　 Bo，　 Ca．　 Si．　 St．　　　　 Mar ．

herbs　　Cy，　Is．　Fr．　Ca，　Si．　St．　　　 Oct．

Am ： β
一Amyrin

Fe ： Fernenol

St ；Stigmasterol

　　　　　　　 　　　　　　　　　　：
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　　　　　 　
ATthraxon 　hisPidus　MAKINO コ ブ ナ グ サ

Iblades
… Cy．　 Is．　 Fe．　 Ca，　 Si，　 St．　

iOct
． ／966

PhcrceJurus　iaiifogius　OHwI ア イ ァ シ　　　　’tf 　　 Cr．　 Fr．　 Gl．　Ta ．　Ca，　 Si．　St，．Aug ．1965
　 　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　 　

Ba ：Bauereno！　Bo ：Bauerenone 　Ca ： Campesterol　Cr ： Crusgallin　Cy ； Cylindrin
Fl ： Friedelinol　 Fr ： Friedelin　　Gl ：Glutinol　　Is ： Isoarborinol　　Si ：β Sitosterol
　 Ta ： Taraxerol 　 To ： Taraxerone

19661966

　 　 119661

　トダ シ バ と同 じ ArundineJleaeに 属す る シ ロ ガ ネ ヨ シ COrtaderia 醐 g2 漉 α STAPF は 南 ア メ リ カ 原産 で 観賞用植

物 と し て 栽培 され て い る ，こ の 地上 部 よ り天 然 か ら初め て mp ，240 〜242 °の banerenone （IV　a ）
7，8） を，　 mp ．209

〜211°の banerenol （IV　b）η ・6， を それぞ れ イ ネ 科か ら初 め て 単離 した．こ の Corladeria 属 は 先 に 記 した Martin −

Smith3 ♪・4｝ らに よ り報 告 され た 5 種 の うち ニ ュー
ジ
ー

ラ ン ド原 産 の 3 種 に は arundoin 等五 環性 ト 1∫テ ル ペ γ が 存在

し，南ア メ リ カ 原産 で 二
tL

一
ジ ーラ ン ドに 帰化 し た Cortaderia　atacamae ” sis

，
　 Cortaderia　selloana の 二 種に は こ れ

ら成 分 の 存在 を み な い と い うこ とは シ ロ ガ ネ ヨ シ と の 比 較か ら興味深 い ，

　キ ビ，メ ヒ シ バ ，ヒ エ 等 と 同 じ Paniceσ e に 属す る チ ヂ ミザ サ Oplismenus　undulatifolius 　RoEMER 　et　SCIIuLTEs
は 目陰に 自生 する 多年草 で ，こ の 全 草 か ら mp ．263〜265°の cylindrin （Va ），　 isoarborin。1 （Vb ）の ほ か friedc−

Iin （Ia）を 単離同定 した ．

　チ ガ ヤ ，ヒ S ア シ ボ ソ，サ ト ウキ ビ と同 じ AndroPogoneae に 属す る コ ブ ナ グ サ Arthraxon 　hispidus 　MAKINO は

田 の あ ぜ や 荒地 等い た る と こ ろ に 群生 す る
．．・

年草 で こ の 地 E部 か ら cylindrin 〔V 　a ） の ほ か その 脱 メ チ ル 化物で ある

isoarborinol（V　b） を 単 離 した が こ れ ら両化合物 の 数倍に お よぶ 量の fernenel （Vl　a ）を 単離 した に もか か わ らず，
こ の fernenolの 3β

一
メ チ ル 化物 で あ る arundoin （Vl　b）を 単離 で きなか っ た こ と は 生 合 成 的 に 興 味 あ る問 題 で k，

る．

　同 じ AndroPogoneae に 属す る ア イ ア シ ／
’hacelUTus　latifolius　OHWI は 海岸の 砂 浜の 湿地 に 群生す る 多年草 で こ

の 地 F．部 よ 1）多量 の crusgallin （III　c ＞並 び に friedelin （la），　 taraxcrol （III　a ）の ほ か mp ．212°の glutinol

（VII）9 ）
る イ ネ 科 よ り初 め て 単離同 定 した ．

　以 上，今 回 ば 11 種 に つ い て 報告 し た が，阿都 ら，Martin−Smith らの 報告 を 含 め こ れ ら ト リテ ル ペ ソ 関連化 合 物

を 検索した イ ネ 科植 物 4／ 種 中 Table　Il に 示す ごと く約半数 の 18 種 に 五 環徃 ト リテ ル ベ ン メ チ ル ＝ 一
テ ル が存在

す る こ と，ま た Table　III に 示 す よ 5に 11族 llr5 族 に 分 布 して い る こ と，さ らに こ れ ら成 分中 Olean−12（13）−ene ，
hopane 等 の 骨核 を 持つ もの よ りもそれ らの 変形 した，い わ ゆ る migrated ト リテ ル ペ ン が 多く存在す る こ と 等興味

深い ．

　木 研 究 に あ た り終始御助 自
』
を賜 わ り， 91utine！，　 bauerenol の 漂 品 を 分 与 され た 国立 衛生試験所名取！i言策博士 ，材

料採集 に あた り御指導 を賜 っ た ．本学久 内清 孝，幾 瀬 マ サ 両 教授 に 深 甚 の 意 を表 します．

　7）　F，N ，Lahey，　 M ．　V ．　Lceding ； PrD．　 Chem ．　 Soc，1958，342．

　8）　Serlgupta，P．，　 H ．N ．Khastgir ： Tetrahedron　19，／23 （1963）

　9）　F．G ．Fischer，　 N ，　Seilcr ； Liebigs　Ann ．　 Chem ．644，162 （1961）
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Compoulds

 Miliacin

Crusgallin

Arundoin

Cylindrin

a-amyrln

B-a"yrinmethyl

 ether

methyl  etheri

                 
Table

 
ll..

 . . .-

                            Species

! Microstegium  vimineum  A, CAuMs  u  J 7  y;t:  v

 Panicutn ?niliaseum  L, }L tf

1 Syntherisma  sanguinalis  DULAC  
var.

 
ciliaris

 
HeNDA

 
1
 
t
 
".-g

 Echinechloa crusgalli  BEAuv,  subsp.  edulis  HONDA  var.  tyPica  HONDA  kJ=

 Echi"oehloa  crusgalli  BEAVV.  var.  crusagalli  L. -r  pt tfJ:

 Saccharuvn  qeicinarum  L, -･ F v-  Er

 Zoysia maacrosiachl,a  FRANCH.  et  SAVAT.  t=vxg

 Phacelurus latijbtius OHWI  71  7  v

 ArundinelJa hirta C,TANAKA  > fi"tv.a

 Cortaderia julvida (BUcH) ZOTOv

 Cortaderia richardii(ENDL)  ZOTov

 Cortaderia toetoe ZOTOv  (Arundo consPicua  FORST,f.)

 lmPerata  cylindrica  BEAUV.  var.  hoenigii DURAND  et  SCHINZ "ir?

 Saccharttm oOieinarum  L. -v
 1･ 9i'  rf

 Zoysia jaPonica STEUD  tf!:

 Zoysia matrella  MERR-  -h  V V/:

 Zoysia tenuifolia WLLID. :i  9  i  
'f

 V-C

 An{ndinella  hirta C,TANAKA  b pt'v.:

 Anthraxon hisPidus MAKINO  =  7"i' ffV

 ImPerata  cylindrica  BEAUV,  var.  koenigii DURAND  et  SCHINZ  vL "' Jr

 OPIismenus  undulatifblius  ROEMER  et  SCHULTES  "f'  E v'-v-

 Zoptsis juPonica STEUD  tx.C

 Cortaderia toetoe ZOTov

 Cortaderia toetoe ZOTOV

                
Table

 
III,

 .--

l1

j'ii

[

Tribes
/

i/1

 Arundineae

ArundineJleae

  Zoysieae

  Paniceae

AndoroPogoneae

                       Species

c'ortddeyia julvida (BucH) zeTov

    rt richardii  (ENDL) ZOTOV

    tt toetoe ZoTOv  (Arundo eonsPicua  FORST,  f.)

Arundinella  hirta C.TANAKA  F pt'v.C

Zoysia J'aPoniea STEUD. v･.g

  tr maerostachya  FRANCII.  et  SAVAT  a'=  tf-<

  u  fnatyella  MERR.  .h  V Vi-C

  rt tenuCfblia WILLD.  =!  tr7"r  vx.:

Syntherisona sanginalis  DULAC  var.  ciliaris  HONDA,  i  e  v-:

Eehinochloa crusgalli  BEAuY, subsp.  edulis  HONDA  var.  tyPica

Eehinochloa  crusgalli  BEAUV. var,  crusgalli  L. i s  tfJt

OPIisntenus undulatijblius  ROEMER  et SCHULTES  or t  a vtv

Panicum  miiiaceuma  L. -L tf

Anthraxon  hisPidus MAKINO  =  7' V' pt V'

ImPerata  co)lindrica BEAUV.  var.  koenigi DURAND  et  SCHINZ

Microstegium  vimineum  A. CAMuS  u  1 7  vsi  v

Phacelurus  laiifoiius OHWI  7  rf 7  v

Saccharum
 
oincinarum

 
L,

 
-ti-

 
b.gA;"tf.

HONDA  t..

f  rb' iv

ii

i

lt
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R ∠

　 　 　 H
JITa

　R ・ミ号。

IIJb　 R ：OIIJc

・ ・＜翫H 、

「
raraxerQI

TaraxerOne

Curu＄gallin

R R 汚 訴詰
Y

Nロ R ：O 　 Bauerenene

い ・ミ器HB ・一 ・1

Va ・ ・ミ目CH ，

　C・1・ld…

・一 ・娼 H … au
’hnri・ ・1

w 　 Ferne 囗 ol

Ho

Fig．1．
VH　 GIutinol

実　 　 験 　 　 の 　 　 部

　 ト リ テ ル ペ ノ イ ド並 び に フ ィ トス テ ロ
ール の TLC お よび GLC は 第 2 報 に 記載 した 方法 に よ る，な お今回検索 し

た 全 て の 植物に campestero1 ，β
一sitestero1 ，　 stigmasterol の 存在 を 認め た が 各項 で の 記載は 省略す る．ま た 特 に採

集地 の 記載の な い 場 合は 千葉県習志野市 に お い て 採集 した もの で ある．採集 した 植物は 全 て乾燥後，種子 は 粉砕機 で

細末 と し，草 は 細切 し て ヘ キ サ ン で 2 日連続抽出 した．ま た 加 水分解 に は 5 ％酒精性 カ リ液を用い た ．

　 A ）　 カズ ノ コ グサ （Beckmannia 　syziagachme 　FERNALD ） 千 葉県船橋市 の 水 田 で 採集 し た種子 6．ユkg よ り 20．2

9 の 橙赤色不 鹸化 物 を得，
2509 の alumina で celumn 　 chromatography を 行な う．

　B ）　カ モ ガヤ （Dactylis　glomerata 　L ・） 種子 3・7k9 よ り碣色汕状 の 不 鹸化物 11・7g を 得．150　g の alumina

で column 　 chromatography を彳fな う．

　 C ）　 イ ヌ ム ギ （Bremus 　calharlicus 　VAHL ） 種了 6・5k9 か ら 19・29 の 褐色 不鹸化物 を 得，20　g の alumina

で column 　chromatography を 行 な う．

　 D ）　 ヒ ゲ ナ ガス ズ メ ノ チ ヤ ヒ キ （Bromus 　 rigidus 　ROTH ） 千葉県船橋市で 採 集 し た 地 上 部 15．5kg か ら 31　g

の 褐色不鹸化物を 得 4009 の a！umina で celumn 　 chrematography を 行な う，

　 a ） friedein ： ヘ キ サ ソ ・ベ ソ ぜ ソ （1 ： 1）の 溶出部分を ベ ソ ぜ ン か ら再結，　 mp ．264〜265°の 針状 晶 0．189 を

得，標品 の friedelinと混融，　 IR，　 TLC
，　 GLC の 比較 に よ り同定．

　 E ） ス ズ メ ノ 力 タ ビ ラ （Poa 　 annua 　L ．） 全草 23．6kg よ り 62，09 の 褐色 不 鹸 化 物 を 得，8009 の alumina で
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column 　 chromatography を 行 な う，

　 a ） 結品 1 ： ヘ キ サ ン ・ペ ン ぜ ソ （3 ： 2） の 溶 出 部 分 を ベ ン ぜ ン
ー

ヘ キ サ ン か ら再 結 mp 、261〜266c の 鱗 片 状 結

晶 0．11g を得．

　 b ） friederinol： ベ ソ ゼ ン ・ク 卩 卩 ホ ル ム （1 ：4）の 溶出部分 ／．12g を ピ リジ ン ・
無酢 で ア セ チ ル 化， 粗結晶

．

0．12g を 得，ア ル ミ ナ で ク Pt マ ト精製を 行 な い ，ヘ キ サ ソ
・ベ ソ ぜ ソ （4 ： 1）の 溶 出 部分を ベ ン ゼ ン

ー
ヘ キ サ ン よ り

再 結 mp ．312〜314s の 柱 状 晶 を 得 ，
．
標 品 の friedelinDl 　 acetate と混 融，　 IR 、　 TLC ，　 GLC の 比 較 に よ り同 定．

　 F ） カモ ジ グ サ （AgroPNron 　 tsufeushienese　 OHwr 　 vur ．　 transiens　OHWI ） 地 i．：部 1．7．2kg か ら碣色泥状不 1臉化

物 41．09 を 得，5009 の alumina で c。lumn 　 chromatography を 行 な う．

　G ）　ヨ シ （Phragmites 　 eommunis 　TRIN ．） 根茎 4・7kg か ら 7・lg の 淡黄 色 不 鹸化物，地 ．L部 24．8kg か ら褐

色 不 鹸化物 59．09 を 得 両 者を
．
含 し 7009 の alumina で column 　 chromatograPhy を 行 な う．

　 a ） taraxerone ： ヘ キ サ ン
・ベ ソ ぜ ソ （7 ： 3）の 溶出部分 を ベ ソ ぜ ソ か ら 自：結 mp ．23tt〜235s の 針状晶 0．069

を 得．標品の taraxerone と 混融，　 IR，　 TLC ，　 GLC の 比較に よ り同 定．　 IR　1700，813，805　cm
−1．

　 b ） β amyrin ： ヘ キ サ ン ・ベ ソ ぜ ン （2 ： 3） の 溶 出 部 分 5・569 を ピ リ ジ ソ ・無酢 で ア セ チ ル 化，粗結晶 5．649

を 得，60g の ア ル ミ ナ で ク ロ マ 〕
・
精製 を 行 な い ヘ キ サ ン ・ベ ン ゼ ン （9 ： 1） の 溶出部分 を ヘ キ サ ン か ら 再 結 ，　 mp ．

239 〜240°の 針 状 晶を 得、標 品 の β
一
alnyrin 　 acetaLe と 混融，　 IR，　 TLC ，　 GLC の 比 較 に よ り 同定．

　 c ） taraxerel ： ペ ソ ゼ ソ 溶 出 部分 5・869 を ビ リ ジ ン ・無酢で ア セ チ ル 化，粗 結 晶 5．829 を 得，609 の ア ル ミ

ナ で ハ ・ マ 嘯 製 を 彳rな い ，β一・ myri ・ … t・t・ 溶 出後の ヘ キ サ ン ・
．
ベ ン ゼ ン （7 ・ 3）溶出部分を ヘ キ サ ソ か ら再結

mp ．304〜30Sc の 針状 晶を 得，櫟 品 の taraxerol 　 acctatc と 混 融 工R ，　 TLC ，　 GLC の 比 校 に よ り同 定， また 先 に 得

た taraxerol　acetate 　74・8mg を 5 瑠 ア ル コ ール 1生カ リ液 で 加 水分解、常法通 り処理 ，61，9mg の 粗結晶を得，ベ ソ

ぜ ソ
ーヘキ サ γ か ら冉結 mp ・283・− 284’の 針状品を得，標品の taraxero！ と混融，　 IR，　TLC

，　 GLC の 比較に よ り

同定 ．こ こ に 得た taraxerol 　37・1mg を 15　m1 ・の べ ン ぜ ソ に と か し 40・　2　mg の CrOs，水 0．5　 ml ，氷 酢 3ml を

加 え 4hrs ，攪拌
一夜 放 置，5 ％ NaHCOs 次 い で 水 iCて 洗 滌 後 乾 燥，留 去， ベ ン ぜ ソ か ら再 結 mp ・240 °の 針状晶

26，8mg を 得，　 IR，1700 ，812 ，8D5 　cm
．1．

　 H ）　シ ロ ガネヨ シ （Cortαderia　 a
−
rge

・
nta 　STAPF ） 地 上 部 16・Okg よ り 福 色 不 鹸化物 29 ・09 を 得，3509 の

alumina で column 　 chromatography を 行 な う．

　 a ） bauerenone ： ヘ キ サ γ ・ベ ン ゼ ン （1 ： 1）の 溶出 1：1：i9を ベ ン ゼ ン
ー

ヘ キ サ ソ か ら．14結，　 mP ・242〜244°の 長針

状 「留 0・349 を 得．標品の bauerenone と 混融．　 IR・TLC ・GLC の 比 較 に よ り同 定，　 IR，1702，838 ，826，814cm
−
1，

Anal ．　 Calcd．　 C 　84．90，　 H 　l1、32，　 Found 　 C　84．85，　 H 　ll．27，

　 b ） bauereno1 ： ベ ソ ゼ ン 槲
．1．li部 分 3・459 を ピ リジ ン ・

無酢 で ア セ チ ル 化，粗結品 3，399 を 得，409 の ア ル ミ

ナ で ク ロ マ ト精製を 行 な い ，ヘ キ サ γ
・ベ ソ ゼ ン （9 ： 1） の 溶 出部 分 を ベ ン ぜ ン ーヘ キ サ ソ か ら再結 mp ．291 〜292s

の 柱状晶を 得．標品 の bauerenol　 acetate と 混融，　 IR，　TLC ，　GLC の 比 較 に よ り同 定．こ の bauerenol　 acetate 　321

mg を 5 ％ ア ル コ
ー

ル 性 カ リ液 で カII水分解，ヘキ サ ン か ら再結 mp ・209〜211’

の 金「
・
状品 298　mg を 得 標 品 の bau−

erenol と混 融 ，　 IR，　 TLC ，　 GLC の 比 較 に よ り同定 ．　 IR・3265，814crn．．1，こ の bauerenol 　242　rng を 10　ml ペ ン

ぜ ソ に 溶 か し 317mg の CrO3 を 1・5ml の 水 お よび ユ5　ml の 氷 酢 に 溶解 し て 注 加 6hrs ．攪拌後ベ ソ ぜ ソ 層を 水 ，

5 弩 NaHCOB ，次 い で 水 に て 洗滌、1吃燥，留去，ベ ン ぜ ン ーヘ キ サ ン か ら再結 mp ・242〜244° の 針状品 230　mg を

得，IR，1702 ，838，826，813cml ．

　 1 ） チ ヂ ミザ サ （Optib’mell ．s　undulatifolius 　ROEMER 　et 　SCIIuLTEs ＞ 千葉県 千 葉 市で 採集 の 全草 ／0．3kg か ら

28．6g 閉）不 鹸化物を 得，300　g の alumina で co1umn 　chrDmatography を 行 な う，

　 a ）　cylindrin ； ヘ キ サ ン ・ベ ソ ぜ ン （9 ： 1）の 溶 出 部分 を ベ ン ぜ ン か ら冉結，　 mp ．262 〜263e の 針状晶 O．61g を

得，標品 の cylindrin と混融 ，　 IR，　 TLC ，　 GLC の 比較に よ り1司定．

　 b ） friedelin： ヘ キ サ ソ ・ベ ン ぜ ソ （1 ：D の 溶出部分をベ ン ぜ ン か ら再結，　 mp ・262〜263”¢ ）針状晶 1．399 を

得 標晶 の friedelin と 混 融 、　 IR，　 TLC ，　 GLC の 比較 に よ り同 定．

　 c ）　isoarborinol　 ： ク ロ P ホ ル ム 溶出 部分 2・399 を ビ リ ジ ン ・無酢 で ア セ チ ル 化，粗結品 2・369 を 得 ，
309 の ア

ル ミ ナ で ク Tt マ ト精製を 行 な い ，ヘ キ サ ン ・ベ ン ぜ ソ （4 ： 1） の 溶出部分を ベ ン ゼ ソ か ら 再結 mp ・296〜298°

の 柱

状晶を得，標品 の isoarbolinol　 acetate と混融，　 IR，　 TLC ・GLC の 比較に よ り同定・

　 」） コ ブナ グ サ （Arihraxon 　hisPidus　MAKINO ） 千葉県千葉 市で 採集 の 地 H部 9・3kg よ り褐色不 鹸化物 38・5

g を 得 4009 の aLumina で cQlumn 　 chrornatograPhy を 行 な う．
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　 a ） cy ！indrin ； ヘ キ サ ン ・ベ ソ ぜ ン （9 ： 1）の 溶 出部分を ベ ン ゼ γ か ら再結 mp ，262〜264’の 板状晶 0．099 を

得，標品の cylindrin と混融，　 IR，　 TLC ，　 GLC の 比 較に よ り同 定，

　 b ） fernen。1 ： べ γ ゼ ン 溶出部分 12・389 を ピ リ ジ ン ・無酢 で ア セ チ ル 化 ，粗結晶 12．4ユ9 を 得，1409 の ア ル

ミ ナ で ク ロ マ ト精製 を 行 な い ，ヘ キ サ ン ・ベ ン ぜ ン （9 ・・1） の 溶出部分を ヘ キ サ ソ か ら再 結．mp ．224〜225c の 針状

晶を 得，標品 の fernenol　acetate と 混融，　 IR
，
　 TLC

，
　 GLC の 比較に よ り同定，

　 c ）　isoarb。rin 。1 ： ク ロ ロ ホ ル ム 溶出部分 7．95　g を ピ リ ジ ソ ・無酢で ア セ チ ル 化，粗結晶 7・919 を 得，90　g の

ア ル ミ ナ で ク ロ マ ト精製 を 行ない ，β
一sitosterin 　 acetate 溶 出後の ヘ キ サ ン ・ペ ソ ゼ ン （4 ： 1） の 溶出部分 を ベ ン ゼ

ン か ら再結 mp ・299〜301c の 柱状品 2・619 を 得，標品 の isoarborinol　acetate と 混融，　⊥R
，　 TLC ，　 GLC の 比較

に よ り同定．

　K ）　ア イ ア シ （Phacelurus　latifoluis　OIIWI） 千葉県船橋市 で 採集 した 地 卜：部 21．5kg よ り褐 色不 鹸化物 128，2

9 を 得，13009 の ア ル ミナ で c．o ！umn 　 chromatography を 行な 5，

　 a ） crusgallin ： ヘキ サ ン 溶出部分 を ベ ン ぜ ン か ら：1．［．S：結 ，　 mp ．285 〜286
°

の 柱状 品 を 7 ．769 を 得，漂 「鴇の crus −

gallin と混融 IR，　 TLC ，　 GLC の 比較 に よ り同定，

　 b ） friedelin： ヘキ サ ン ・ペ ン ぜ ン （1 ： 1） の 溶出部 分 を ベ ン ぜ ン か ら再結，　 rnp ．262〜264 ’

の 針状晶 6．429

を得，標品 の friedelinと 混 融 ，　 IR，　 TLC ，　 GLC の 比較に よ り同定．　 IR，1727，1240，822，790　cm −L．

　 c ） glutinol ： ベ ン ぜ ン 溶出部分 20・479 を ピ リジ ソ ・無酢で ア セ チ ル 化，粗結晶 20 ，489 を 得，2509 の ア ル

ミ ナ で ク ロ マ ト精製 し，ヘキ サ ン 溶出部分を ヘ キ サ ソ か ら再結 mp ・192・− 19・1”の 針状 1砧を 1．369 得．標品 の 91u−

tinol　acetate と 混融 ，　 IR，　 TLC ，　 GLC の 比 較 に よ り同定 ， こ の glutinol 　 acetate 　34．3mg を 酒精
・
「生カ リ液 で 加 水

分解，ヘ キ サ ン か ら再結 mP ．212°の 絹糸状品 29．／ mg を 得，　 IR，3452，822，793　cmr1 ．さ らに こ の glutinol　29．1
mg を 10　m ♂ の ベ ン ゼ ン に と か し，38　mg の CrOs に 0・5ml の 水 ，5ml の 氷 酢を 加 え溶 解 し注 力囗， 3　hrs．攪拌

・
夜放置ペ ソ ゼ ソ 、層 を 水 洗，5 ％ NaHCOs ，水 に て 洗 滌，乾燥 ，留 去、 ベ ン ゼ ン か ら再 結 mp ．2・］5〜246D の 針状 晶

21．7mg を 得，　 IR
，

1702 ，821，790　crn
−i．

　 d ）　taraxerol ： 上 記 glultinol　 acetate 溶出後 の ヘ キ サ ン ・ベ ン ぜ ン （8 ：2）の 溶LL，1部分を べ γ ぜ ン か ら再 結 ，
mp ・306〜307

°
の 針 状 晶 4・／69 を 得．標 品 の taraxerol 　 acetate と 混融，　 IR，　 TLC ，　 GLC の 比 較 に よ り同定，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 東邦大 学 薬学 部
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